


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名　前 旗　籍 氏　族 任期（年／月） 旗籍の典拠
慶　桂 鑛黄満 章　佳 乾隆45／11～46／7 続集，巻19
奎　林 鑛黄満 富　察 乾隆46／7～50／3 三集，巻11
復　興 鑛黄満 瓜爾佳 乾隆50／3～54／4 伝稿，5695
恒　瑞 正白満 宗　室 乾隆54／4～60／8 続集，巻23
永　現 満 宗　室 乾隆60／8～60／9 続集，巻43
図桑阿 正白満 董　署β 乾隆60／9～嘉慶2／3 続集，巻15



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名　前 旗　籍 氏　族 任期（年／月） 旗籍の典拠
弘　日向 鑛藍満 宗　室 乾隆44／4～46／3 三集，巻2
嵩　椿 鑛藍満 宗　室 乾隆46／3～49／6 三集，巻3
烏爾図納遜 正白蒙 図博特 乾隆49／6～49／9 続集，巻16
積　福 鑛黄蒙 克勒特 乾隆49／9～51／8 薔献，巻292
嵩　椿 鑛藍満 宗　室 乾隆51／8～53／10 三集，巻3
興　肇 鑛藍満 宗　室 乾隆53／10～57／10 三集，巻12
図桑阿 正白満 董　署匡 乾隆57／10～59／12 続集，巻15
永　現 満 宗　室 乾隆59／12～60／8 続集，巻43
恒　瑞 正白満 宗　室 乾隆60／8～60／9 続集，巻23
烏爾図納遜 正白蒙 図博特 乾隆60／9～嘉慶1／3 続集，巻16
富　鋭 鑛黄満 瓜爾佳 嘉慶1／3～3／1 伝稿，5695
烏爾図納遜 正白蒙 図博特 嘉慶3／1～3／5 続集，巻16

















































































































































































































































































































































































































































































































































































名　前 旗　籍 氏　族 任期（年／月） 旗籍の典拠
伊勒図 正白満 納　劇 乾隆38／7～50／7 伝稿，5846
奎　林 鑛黄満 富　察 乾隆50／7～52／11 三集，巻11
保　寧 正白蒙 図伯特 乾隆52／11～59／12 続集，巻21
明　亮 鑛黄満 富　察 乾隆59／12～60／9 書献，巻30
保　寧 正白蒙 図伯特 乾隆60／9～嘉慶7／5 続集，巻21
※表1～表3の旗人の任免年月は，基本的に『大清歴朝実録』に記載されている
　任免の上諭が下った年月に基づいて作成し，同史料で任免の日付が確認できな
　い場合には『欽定八旗通志』の直省大臣年表，伝記史料の記載，『清史稿』の
　表（彊臣年表），銭実甫編『清代職官年表』（中華書局，一九八〇年）等より補
　った。臨時の任用であることが明らかな者は表に含めていない。旗人の旗籍・
　氏族の典拠とした史料の略称は以下のとおりである。
　『満漢名臣伝』続集→続集
　『満漢名臣伝』三集→三集
　『国朝薔献類徴初編』→薔献
　「清国史館伝包・伝稿」→伝稿
し
て
相
応
し
い
人
物
を
選
ぶ
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
乾
隆
帝
は
、
綴
遠
城
将
軍
に
関
し
て
も
、
宗
室
及
び
満
洲
名
門
の
出
身
で
軍
務
の
経
験
・
実
績
を
有
す
る
旗
人
を
任
用
す
る
こ
と
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
が
「
満
洲
」
の
宗
室
・
名
門
を
根
幹
と
す
る
軍
事
支
配
の
下
に
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
乾
隆
四
〇
年
代
に
よ
う
や
く
本
格
的
な
統
制
強
化
が
進
め
ら
れ
た
ハ
ル
ハ
に
比
べ
、
清
朝
の
内
モ
ン
ゴ
ル
支
配
は
す
で
に
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
前
述
の
よ
う
な
人
事
方
針
が
定
辺
左
副
将
軍
ほ
ど
は
徹
底
さ
れ
ず
、
乾
隆
六
〇
年
以
降
、
蒙
古
旗
人
の
烏
爾
図
那
遜
や
名
門
出
身
と
は
い
え
な
い
永
慶
の
任
用
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
　
で
は
、
伊
摯
将
軍
（
表
3
）
の
人
事
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
乾
隆
三
〇
年
代
か
ら
同
職
に
あ
っ
た
伊
勒
図
が
同
五
〇
年
七
月
に
死
去
し
た
後
、
乾
隆
帝
は
奎
林
を
伊
黎
将
軍
に
任
用
す
る
が
、
約
二
年
後
に
は
奎
林
を
解
任
し
、
そ
の
後
任
に
蒙
古
旗
人
の
保
寧
を
就
け
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
一
時
的
に
明
亮
を
用
い
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
保
寧
を
同
職
に
任
用
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
伊
摯
将
軍
は
、
三
万
近
い
官
兵
を
統
率
す
る
新
彊
に
お
け
る
最
高
位
の
軍
東洋文化研究11号　　62
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
事
司
令
官
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
職
務
は
軍
営
の
統
轄
で
あ
っ
た
。
定
辺
左
副
将
軍
・
緩
遠
城
将
軍
の
例
か
ら
考
え
れ
ば
、
新
彊
が
「
満
洲
」
の
軍
事
支
配
下
に
あ
る
こ
と
を
示
す
上
で
、
伊
黎
将
軍
に
も
宗
室
・
満
洲
名
門
の
旗
人
の
任
用
を
続
け
る
の
が
順
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
、
伊
勒
図
の
後
任
に
は
沙
済
地
方
富
察
氏
の
奎
林
が
就
い
て
お
り
、
伊
摯
将
軍
に
関
し
て
も
伊
勒
図
の
死
後
、
定
辺
左
副
将
軍
．
緩
遠
城
将
軍
と
ほ
ぼ
同
様
の
人
事
方
針
が
と
ら
れ
た
形
跡
が
見
て
取
れ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
奎
林
が
将
軍
職
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ル
解
任
さ
れ
、
蒙
古
旗
人
の
保
寧
が
伊
黎
将
軍
に
任
用
さ
れ
る
直
接
要
因
と
な
っ
た
乾
隆
五
二
年
＝
月
の
伊
黎
参
賛
大
臣
海
禄
に
よ
る
　
上
奎
林
弾
劾
事
件
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
第
二
章
　
奎
林
弾
劾
事
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
ル
　
ム
　
チ
　
乾
隆
四
六
年
（
一
七
八
一
）
七
月
か
ら
定
辺
左
副
将
軍
を
つ
と
め
て
い
た
奎
林
は
、
乾
隆
五
〇
年
三
月
、
烏
魯
木
斉
都
統
に
任
命
さ
れ
た
。
次
い
で
同
年
六
月
、
伊
黎
将
軍
の
伊
勒
図
が
病
気
と
な
っ
た
た
め
、
奎
林
は
伊
摯
将
軍
の
職
務
の
代
行
を
命
じ
ら
れ
、
イ
リ
に
　
（
3
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
赴
い
た
。
　
　
　
　
そ
し
て
翌
月
、
伊
勒
図
が
死
去
す
る
と
、
奎
林
は
正
式
に
伊
黎
将
軍
に
任
命
さ
れ
る
。
乾
隆
帝
は
、
乾
隆
五
〇
年
一
二
月
の
上
諭
で
「
奎
林
は
伊
黎
将
軍
に
補
授
し
て
よ
り
以
来
2
切
霧
を
辮
理
す
る
こ
と
尚
お
雛
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
・
奎
林
の
働
き
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
乾
隆
五
一
年
三
月
、
こ
の
奎
林
の
補
佐
役
と
し
て
伊
摯
参
賛
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
の
が
正
藍
旗
蒙
古
の
海
禄
で
あ
る
。
海
禄
は
乾
隆
二
〇
年
か
ら
前
鋒
と
し
て
新
彊
平
定
の
戦
い
に
従
軍
し
、
同
二
四
年
に
は
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
で
軍
功
を
あ
げ
た
。
乾
隆
三
〇
年
に
は
礼
部
　
　
ユ
ン
グ
イ
尚
書
永
貴
に
随
っ
て
再
び
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
に
赴
き
、
同
三
四
年
に
は
イ
リ
に
も
赴
い
て
い
る
。
乾
隆
三
五
年
以
降
は
、
ビ
ル
マ
戦
役
や
金
川
平
定
の
戦
い
に
従
軍
し
、
雲
南
提
督
も
つ
と
め
た
。
そ
し
て
乾
隆
四
八
年
六
月
、
海
禄
は
烏
魯
木
斉
都
統
を
署
理
す
る
た
め
に
再
乾隆五二年における蒙古旗人の伊黎将軍任用の背景63
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
び
新
彊
に
赴
き
、
翌
年
正
月
か
ら
は
烏
什
参
賛
大
臣
を
つ
と
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）
　
し
か
し
乾
隆
五
〇
年
九
月
、
海
禄
は
ホ
ー
ジ
ャ
家
の
残
党
サ
ム
サ
ク
ら
が
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
侵
攻
を
図
っ
て
い
る
と
し
て
慌
て
て
イ
リ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
ウ
ル
ム
チ
の
兵
を
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
に
分
駐
さ
せ
よ
う
と
上
奏
し
た
こ
と
が
番
あ
ら
れ
、
伊
摯
領
隊
大
臣
に
左
遷
さ
れ
た
。
こ
の
人
事
に
関
し
て
乾
隆
帝
は
、
乾
隆
五
〇
年
＝
月
四
日
の
満
文
の
明
発
上
諭
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
64東洋文化研究11号
〈
史
料
一
〉
今
、
海
禄
を
領
隊
大
臣
と
な
し
、
イ
リ
に
派
遣
し
た
。
海
禄
は
蒙
古
旗
人
で
あ
り
、
し
か
も
以
前
西
路
等
の
地
で
長
い
間
は
た
ら
い
た
。
オ
ー
ロ
（
闇
ら
の
駐
を
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
。
イ
リ
の
か
ー
ロ
ト
を
管
理
す
る
領
隊
大
臣
の
事
務
を
海
禄
に
委
ね
て
管
　
　
　
　
　
（
4
8
）
理
さ
せ
る
よ
う
に
。
　
明
発
上
諭
は
、
皇
帝
の
意
思
・
決
定
を
内
閣
を
通
じ
て
公
に
宣
示
す
る
際
に
使
用
さ
れ
た
上
諭
で
あ
る
。
こ
の
上
諭
で
乾
隆
帝
は
、
わ
ざ
わ
ざ
海
禄
が
「
蒙
古
旗
人
」
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
乾
隆
五
〇
年
代
に
は
、
蒙
古
旗
人
の
藩
部
へ
の
派
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
を
宣
示
す
る
明
発
上
諭
に
お
い
て
、
当
該
人
物
が
「
蒙
古
旗
人
」
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
事
例
を
二
つ
確
認
で
き
る
。
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
乾
隆
帝
は
退
廃
著
し
い
蒙
古
旗
人
に
対
し
、
藩
部
統
治
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
、
奮
起
を
促
す
こ
と
に
努
め
て
お
り
、
前
掲
の
ご
と
き
明
発
上
諭
を
何
回
も
下
し
た
理
由
も
、
蒙
古
旗
人
が
藩
部
統
治
に
尽
力
す
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
を
公
に
示
し
、
蒙
古
旗
人
の
自
覚
と
奮
起
を
促
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
上
諭
の
文
面
か
ら
は
、
乾
隆
帝
が
西
路
等
の
地
（
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
）
に
お
け
る
海
禄
の
経
験
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
上
諭
を
下
し
て
か
ら
五
ヶ
月
も
た
た
な
い
乾
隆
五
一
年
三
月
二
四
日
、
乾
隆
帝
が
海
禄
を
伊
黎
参
賛
大
臣
に
昇
格
さ
せ
、
奎
林
の
輔
佐
を
命
じ
て
（
5
0
）
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
る
。
　
奎
林
．
海
禄
が
イ
リ
に
赴
い
て
以
降
、
新
彊
で
は
特
に
大
き
な
問
題
も
起
き
ず
、
安
定
し
た
統
治
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
中
で
乾
隆
帝
は
、
乾
隆
五
二
年
一
〇
月
一
四
日
、
奎
林
ら
に
以
下
の
よ
う
な
寄
信
上
諭
を
下
し
、
急
い
で
北
京
に
戻
る
よ
う
命
じ
た
。
〈
史
料
二
〉
今
、
台
湾
の
逆
賊
ら
を
ま
だ
職
滅
し
て
い
な
い
。
い
か
に
福
康
安
ら
を
派
遣
し
た
と
は
い
え
、
さ
ら
に
奎
林
を
派
遣
し
、
福
康
安
を
輔
佐
さ
せ
る
〔
必
要
が
あ
る
〕
か
も
し
れ
な
い
。
奎
林
は
こ
の
旨
を
受
け
取
っ
た
ら
〔
イ
リ
を
〕
速
や
か
に
出
発
し
、
急
い
だ
上
に
さ
ら
に
急
い
で
移
動
し
、
朕
を
仰
ぎ
見
に
〔
北
京
に
〕
来
る
よ
う
に
。
…
…
奎
林
は
こ
の
旨
を
受
け
取
っ
た
ら
、
将
軍
の
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
ン
　
ド
を
し
ば
ら
く
海
禄
に
委
ね
て
署
理
さ
せ
て
、
速
や
か
に
〔
イ
リ
を
〕
出
発
す
る
よ
う
に
。
永
鐸
を
〔
イ
リ
に
〕
派
遣
し
、
伊
黎
将
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
軍
の
事
務
を
署
理
さ
せ
よ
。
　
こ
の
当
時
、
乾
隆
帝
は
乾
隆
五
一
年
一
一
月
に
台
湾
で
発
生
し
た
林
爽
文
の
乱
へ
の
対
応
に
苦
心
し
て
お
り
、
反
乱
の
鎮
圧
が
進
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
な
い
こ
と
を
受
け
、
乾
隆
五
二
年
八
月
に
前
出
の
福
康
安
を
台
湾
に
派
遣
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
〈
史
料
二
〉
か
ら
は
、
乾
隆
帝
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
奎
林
を
台
湾
に
派
遣
し
、
従
兄
弟
の
福
康
安
を
輔
佐
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
こ
で
乾
隆
帝
は
、
奎
林
に
対
し
、
自
ら
へ
の
謁
見
を
兼
ね
て
急
い
で
北
京
に
戻
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
し
て
烏
魯
木
斉
都
統
の
永
鐸
に
、
奎
林
が
不
在
の
期
間
に
伊
黎
将
軍
の
職
務
を
代
行
す
る
よ
う
命
じ
、
海
禄
に
は
永
鐸
が
イ
リ
に
到
着
す
る
ま
で
伊
黎
将
軍
の
職
務
を
行
う
よ
う
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
永
鐸
は
前
出
の
宗
室
弘
賄
の
子
で
、
二
等
侍
衛
、
寧
夏
副
都
統
、
杭
州
将
軍
等
の
軍
事
上
の
要
職
を
歴
任
し
、
乾
隆
四
九
年
に
は
西
安
将
軍
と
し
て
甘
粛
ム
ス
リ
ム
反
乱
の
鎮
圧
を
指
揮
し
た
。
乾
隆
五
〇
年
三
月
か
ら
は
四
ヶ
月
ほ
ど
伊
黎
参
賛
大
臣
を
村上65　乾隆五二年における蒙古旗人の伊摯将軍任用の背景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
つ
と
め
、
そ
の
後
同
年
七
月
か
ら
烏
魯
木
斉
都
統
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
乾
隆
帝
は
、
奎
林
に
つ
い
て
も
は
じ
め
は
病
気
の
伊
勒
図
の
代
行
と
し
て
イ
リ
に
派
遣
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
も
、
奎
林
が
台
湾
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
際
に
は
宗
室
の
永
鐸
を
正
式
に
伊
黎
将
軍
に
任
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
伊
黎
将
軍
の
任
用
に
関
す
る
乾
隆
帝
の
方
針
が
、
定
辺
左
副
将
軍
・
綴
遠
城
将
軍
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
奎
林
は
こ
の
上
諭
を
乾
隆
五
二
年
＝
月
二
日
に
受
け
取
り
、
翌
三
日
に
イ
リ
を
出
立
す
る
。
し
か
し
こ
の
直
前
の
一
一
月
一
日
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
海
禄
が
奎
林
を
弾
劾
す
る
奏
摺
を
北
京
に
送
っ
て
い
た
。
こ
の
参
奏
（
弾
劾
の
上
奏
）
の
中
で
海
禄
は
、
奎
林
が
常
々
身
勝
手
で
何
か
と
不
公
平
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
罪
状
を
列
挙
し
て
い
く
。
そ
の
大
要
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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（一
j
　
大
小
の
官
を
多
数
解
任
し
、
汚
い
言
葉
で
父
祖
を
侮
蔑
し
、
妄
り
に
罵
る
。
（
二
）
　
仏
像
を
廟
か
ら
取
り
出
し
て
河
に
投
げ
捨
て
た
。
（
三
）
　
多
く
の
罪
人
を
法
に
照
ら
し
て
処
分
す
る
こ
と
な
く
、
手
足
を
折
り
、
石
を
く
く
り
付
け
て
背
負
わ
せ
て
、
陰
茎
を
切
り
、
　
　
口
に
含
ま
せ
て
河
に
投
げ
た
。
（
四
）
　
本
籍
地
に
帰
る
高
姓
の
人
（
「
高
」
と
い
う
姓
を
持
つ
人
物
）
を
騙
し
て
二
千
両
銀
を
取
り
、
干
時
和
に
随
伴
さ
せ
内
地
に
　
　
送
っ
た
。
（
五
）
　
奎
林
は
富
寧
と
一
緒
に
酒
を
飲
ん
で
酔
い
、
同
知
衙
門
の
二
人
の
書
吏
を
捕
ら
え
、
一
人
は
殺
し
、
一
人
は
殺
さ
ず
重
い
首
　
　
枷
を
は
め
た
。
奴
隷
と
し
た
罪
人
の
張
三
・
銚
義
を
、
法
に
よ
っ
て
処
分
せ
ず
に
首
枷
を
は
め
、
首
枷
を
は
め
た
書
吏
と
と
も
　
　
に
ひ
そ
か
に
殺
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
（
六
）
　
カ
ザ
フ
交
易
に
お
い
て
カ
ザ
フ
側
に
渡
す
回
子
の
布
を
取
り
扱
う
ド
ン
ジ
ュ
ク
を
通
じ
て
、
奎
林
は
三
千
余
両
銀
を
横
領
し
　
　
た
。
（
七
）
　
ド
ン
ジ
ュ
ク
が
道
員
の
陳
庭
学
を
倉
を
管
理
す
る
官
に
推
挙
し
た
の
に
対
し
、
奴
才
（
海
禄
）
は
、
陳
庭
学
は
過
去
に
罪
を
　
　
犯
し
て
い
る
の
で
よ
く
な
い
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
ド
ン
ジ
ュ
ク
は
奏
摺
を
出
す
際
に
陳
庭
学
の
犯
し
た
罪
に
つ
い
て
の
重
要
　
　
箇
所
を
削
除
し
た
。
そ
こ
で
奴
才
は
そ
の
こ
と
を
奎
林
に
告
げ
た
が
、
奎
林
は
ド
ン
ジ
ュ
ク
を
少
し
も
叱
責
せ
ず
、
か
え
っ
て
　
　
奴
才
を
嫌
う
。
（
八
）
　
察
恰
爾
営
領
隊
大
臣
ナ
ヤ
ン
は
、
察
冶
爾
営
救
済
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
官
羊
の
費
用
を
銭
糧
か
ら
差
し
引
く
際
、
一
匹
に
　
　
つ
き
三
銭
（
奎
林
の
指
示
で
決
定
）
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
場
合
と
同
じ
く
一
匹
に
つ
き
二
銭
五
分
と
し
て
は
い
た
　
　
だ
け
ま
い
か
、
と
願
い
出
た
。
し
か
し
奎
林
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
奴
才
は
奎
林
に
察
恰
爾
営
の
困
窮
ぶ
り
　
　
を
訴
え
、
余
計
に
多
く
差
し
引
い
た
銭
糧
を
彼
ら
に
戻
す
よ
う
繰
り
返
し
話
し
て
、
何
と
か
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
　
そ
し
て
最
後
に
海
禄
は
、
奎
林
が
自
ら
の
話
を
全
く
聞
か
ず
、
い
つ
も
皮
肉
・
悪
罵
を
浴
び
せ
、
時
に
酔
っ
て
激
高
す
る
こ
と
に
対
す
る
強
い
憤
り
を
述
べ
、
上
奏
を
結
ん
だ
。
　
こ
の
奏
摺
は
、
乾
隆
五
二
年
＝
月
二
二
日
に
乾
隆
帝
の
も
と
に
届
い
た
。
こ
れ
を
見
た
乾
隆
帝
は
大
い
に
驚
き
、
同
日
に
大
学
士
阿
桂
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
寄
信
上
諭
を
下
し
た
。
〈
史
料
三
〉
海
禄
は
、
奎
林
に
つ
い
て
、
様
々
な
こ
と
に
お
い
て
乱
暴
に
振
る
舞
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
参
奏
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
当
に
奇
妙
で
あ
る
。
…
…
こ
れ
ま
で
奎
林
は
戦
闘
に
優
れ
て
い
て
、
海
禄
は
事
務
が
で
き
た
。
と
も
に
こ
こ
数
年
立
派
に
成
長
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し
、
確
か
に
役
に
立
ち
、
力
を
発
揮
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
〔
そ
れ
な
の
に
〕
は
か
ら
ず
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生
し
た
。
朕
の
心
中
は
大
変
に
苦
し
く
、
奏
摺
を
見
て
、
殊
批
す
る
時
も
な
お
手
が
震
え
て
い
る
。
阿
寄
ら
、
大
臣
ら
に
委
ね
て
、
朕
に
謁
見
し
に
来
た
年
満
（
任
用
期
間
に
達
し
た
）
主
事
ウ
リ
ン
ガ
に
対
し
て
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
と
質
し
た
と
こ
ろ
、
ウ
リ
ン
ガ
は
す
で
に
〔
海
禄
が
上
奏
し
た
〕
い
く
つ
か
の
項
目
の
こ
と
に
つ
い
て
〔
事
実
で
あ
る
と
〕
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
見
た
と
こ
ろ
、
奎
林
は
福
尽
き
て
、
こ
の
よ
う
に
乱
暴
に
振
る
舞
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
…
…
朕
は
い
か
な
る
と
も
奎
林
を
皇
后
の
甥
で
あ
る
と
い
っ
て
庇
う
考
え
は
な
い
。
…
…
新
彊
の
重
要
な
地
に
、
こ
の
よ
う
な
人
間
が
い
る
の
に
厳
し
く
処
理
し
な
い
と
、
そ
の
う
ち
に
〔
衆
人
を
〕
怒
ら
せ
、
大
事
が
発
生
し
た
な
ら
ば
、
ま
す
ま
す
事
態
が
悪
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
よ
う
な
の
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
朕
は
別
に
旨
を
下
し
て
、
奎
林
を
革
職
し
て
京
城
に
連
れ
て
き
て
厳
し
く
審
問
さ
せ
る
。
68東洋文化研究11号
　
こ
の
上
諭
に
よ
れ
ば
、
乾
隆
帝
は
海
禄
の
奏
摺
を
み
た
後
、
す
ぐ
に
阿
寄
（
皇
子
）
ら
・
大
臣
ら
を
通
じ
て
ウ
リ
ン
ガ
（
イ
リ
で
主
事
を
つ
と
め
て
い
た
人
物
）
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
海
禄
の
弾
劾
の
い
く
つ
か
が
事
実
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
乾
隆
帝
は
、
孝
賢
純
皇
后
の
甥
と
い
っ
て
も
庇
い
立
て
し
な
い
と
し
て
、
即
刻
奎
林
を
伊
摯
将
軍
か
ら
解
任
し
、
北
京
で
厳
し
く
審
問
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
　
ま
た
同
日
、
乾
隆
帝
は
伊
黎
将
軍
を
署
理
し
て
い
た
永
鐸
と
伊
摯
参
賛
大
臣
の
海
禄
に
こ
の
問
題
を
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
を
、
陳
　
　
　
レ
ボ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
甘
総
督
勒
保
に
間
も
な
く
陳
西
省
を
通
過
す
る
奎
林
を
捕
ら
え
、
北
京
に
護
送
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
さ
ら
に
こ
の
日
、
乾
隆
帝
は
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
白
旗
蒙
古
・
四
川
総
督
保
寧
を
伊
黎
将
軍
に
任
命
し
た
。
　
そ
の
後
、
清
朝
で
は
大
学
士
阿
桂
と
乾
隆
帝
の
阿
寄
ら
を
中
心
に
、
奎
林
弾
劾
事
件
の
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。
乾
隆
五
二
年
＝
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
二
八
日
に
は
イ
リ
か
ら
戻
っ
た
刑
部
員
外
郎
の
王
士
棄
の
供
述
、
そ
の
翌
日
に
は
海
禄
の
参
奏
の
（
四
）
に
あ
る
高
と
い
う
姓
の
人
を
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）
随
え
て
戻
っ
て
き
た
遣
犯
の
干
時
和
の
供
述
が
取
ら
れ
、
こ
の
過
程
で
海
禄
の
弾
劾
内
容
に
か
な
り
の
誇
張
・
虚
偽
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
乾
隆
五
三
年
二
月
初
旬
ま
で
に
は
事
件
の
当
事
者
で
あ
る
奎
林
・
海
禄
の
供
述
も
取
ら
れ
、
同
月
九
日
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
阿
桂
・
阿
寄
ら
は
最
終
的
な
調
査
結
果
を
乾
隆
帝
に
報
告
し
た
。
そ
の
報
告
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
ま
ず
海
禄
の
弾
劾
内
容
の
（
一
）
に
関
し
て
は
、
奎
林
が
緑
営
の
兵
丁
を
罵
り
、
解
任
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
満
洲
営
の
兵
丁
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
奎
林
は
、
原
任
侍
郎
の
景
禄
を
衆
人
の
面
前
で
罵
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
　
（
二
）
は
、
イ
リ
の
商
民
が
建
て
た
三
ヵ
所
の
娘
娘
廟
で
満
洲
営
の
兵
丁
と
婦
女
が
と
も
に
焼
香
し
、
夜
間
も
男
女
が
混
在
し
て
経
を
念
じ
て
い
る
の
で
、
奎
林
が
こ
れ
を
不
適
切
と
判
断
し
、
廟
内
の
人
を
鞭
で
打
ち
、
仏
像
を
河
に
投
げ
捨
て
、
廟
を
公
所
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
三
）
は
、
奎
林
が
罪
人
の
手
足
を
切
り
、
身
体
を
石
に
括
り
つ
け
て
河
に
入
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
陰
茎
を
切
り
取
っ
て
口
に
入
れ
た
と
い
う
の
は
事
実
で
は
な
い
。
　
（
四
）
の
高
と
い
う
姓
の
人
か
ら
取
っ
た
罰
金
の
二
千
両
銀
は
、
城
壁
等
の
修
理
に
用
い
て
お
り
、
奎
林
が
こ
れ
を
横
領
し
た
事
実
は
な
い
。
　
（
五
）
は
、
大
部
分
が
事
実
で
あ
る
が
、
富
寧
と
酒
を
飲
ん
だ
と
い
う
の
は
事
実
で
は
な
い
。
　
（
六
）
の
カ
ザ
フ
と
の
交
易
を
通
じ
て
得
た
三
千
両
銀
も
、
あ
く
ま
で
公
用
の
た
め
に
遣
っ
た
も
の
で
、
奎
林
は
こ
れ
を
横
領
し
て
い
な
い
。
　
（
七
）
に
関
し
て
、
奎
林
は
海
禄
の
意
見
を
聞
き
入
れ
て
陳
庭
学
の
犯
罪
歴
を
調
べ
、
印
房
の
官
員
に
も
人
事
推
薦
の
奏
稿
に
は
過
去
の
記
録
を
原
文
ど
お
り
に
書
く
よ
う
指
示
し
た
。
ま
た
印
房
で
は
ド
ン
ジ
ュ
ク
の
ほ
か
二
名
が
実
務
を
処
理
し
て
お
り
、
ド
ン
ジ
ュ
ク
一
人
で
書
類
を
捏
造
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
奎
林
も
ド
ン
ジ
ュ
ク
を
特
別
に
庇
っ
た
こ
と
は
な
い
。
村上乾隆五二年における蒙古旗人の伊黎将軍任用の背景69
　
（
八
）
は
、
察
恰
爾
営
の
負
債
の
回
収
、
ま
た
銭
糧
を
得
ら
れ
な
い
人
を
養
う
費
用
の
確
保
の
た
め
、
察
拾
爾
営
に
官
羊
を
払
い
下
げ
る
と
き
に
羊
一
匹
あ
た
り
本
来
二
銭
五
分
で
あ
る
と
こ
ろ
を
三
銭
と
換
算
し
、
そ
れ
を
銭
糧
か
ら
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
調
査
結
果
を
示
し
た
軍
機
大
臣
と
刑
部
は
、
海
禄
の
弾
劾
内
容
の
い
く
つ
か
の
罪
状
は
事
実
で
あ
る
が
、
同
時
に
奎
林
が
収
賄
・
公
金
横
領
等
の
重
罪
を
犯
し
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
結
論
づ
け
た
。
一
方
、
参
奏
を
行
っ
た
海
禄
に
つ
い
て
は
、
罪
状
を
捏
造
し
て
諏
告
を
行
っ
た
の
で
奎
林
よ
り
も
罪
が
重
い
と
し
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
軍
機
大
臣
と
刑
部
は
、
奎
林
に
は
「
満
杖
（
杖
で
百
回
打
つ
こ
と
）
」
、
海
禄
に
は
「
杖
流
（
杖
で
打
っ
た
後
に
流
刑
に
処
す
こ
と
）
」
の
刑
罰
を
科
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
乾
隆
帝
に
上
奏
し
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
乾
隆
帝
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
。
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史
料
四
〉
固
よ
り
律
を
按
じ
て
辮
理
す
る
に
属
す
れ
ど
も
、
但
だ
海
禄
は
原
参
の
人
に
係
わ
る
。
今
擬
す
所
の
罪
名
奎
林
に
較
べ
重
と
為
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
ば
、
恐
ら
く
外
間
の
無
識
の
徒
は
、
朕
が
奎
林
に
孝
賢
皇
后
の
僅
に
係
わ
る
に
因
り
て
偏
碕
す
る
所
あ
り
と
以
わ
ん
。
…
…
因
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
い
て
念
う
に
伊
ら
二
人
は
、
倶
に
曾
て
兵
を
帯
び
て
出
力
し
、
尚
お
有
用
の
才
に
属
す
。
其
れ
を
し
て
終
於
に
廃
棄
せ
し
む
る
に
忍
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
で
び
ず
。
…
…
奎
林
の
業
経
に
革
職
せ
る
を
除
く
の
外
、
海
禄
は
著
し
て
革
職
し
、
其
れ
を
し
て
杖
流
を
免
ぜ
し
め
、
倶
に
罰
し
て
　
　
　
　
　
　
パ
イ
タ
ン
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
上
虞
備
用
処
の
拝
唐
阿
上
に
在
り
て
数
力
行
走
せ
し
め
、
以
て
前
想
を
膿
い
、
而
し
て
後
数
を
観
ん
。
　
こ
こ
で
乾
隆
帝
は
、
海
禄
の
弾
劾
が
あ
っ
て
こ
そ
奎
林
の
罪
が
発
覚
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
海
禄
に
奎
林
よ
り
も
重
い
刑
を
科
せ
ば
、
世
人
は
皇
帝
が
甥
の
奎
林
を
身
贔
屓
し
て
い
る
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
奎
林
・
海
禄
は
と
も
に
有
用
な
人
材
で
あ
る
。
そ
こ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
両
者
を
一
律
に
革
職
処
分
と
し
て
刑
を
免
じ
、
上
虞
備
用
処
の
拝
唐
阿
に
任
じ
て
自
ら
の
身
辺
に
置
き
、
反
省
を
促
す
こ
と
に
す
る
、
と
い
う
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
海
禄
は
伊
黎
参
賛
大
臣
職
を
革
職
さ
れ
る
に
止
ま
っ
た
が
、
同
時
に
奎
林
も
満
杖
の
刑
を
免
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
措
置
は
奎
林
を
庇
う
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
三
章
　
伊
摯
将
軍
に
保
寧
を
任
用
し
た
理
由
　
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
海
禄
か
ら
奎
林
弾
劾
の
奏
摺
が
届
い
た
そ
の
日
の
う
ち
に
、
乾
隆
帝
は
保
寧
を
伊
摯
将
軍
に
任
命
し
た
。
こ
の
当
時
、
イ
リ
で
は
宗
室
の
永
鐸
が
伊
黎
将
軍
を
署
理
し
て
い
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
乾
隆
帝
は
、
藩
部
将
軍
職
に
は
宗
室
あ
る
い
は
満
洲
名
門
の
旗
人
を
任
用
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
奎
林
の
後
任
の
伊
黎
将
軍
に
も
、
海
禄
の
奏
摺
が
届
く
以
前
は
永
鐸
を
任
用
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
乾
隆
帝
は
奎
林
の
解
任
後
、
永
鐸
を
後
任
と
せ
ず
、
四
川
に
い
る
保
寧
を
伊
摯
将
軍
に
任
命
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
乾
隆
帝
は
、
乾
隆
五
二
年
一
二
月
五
日
の
阿
桂
へ
の
寄
信
上
諭
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
〈
史
料
五
〉
イ
リ
の
地
は
、
新
彊
の
全
て
が
集
ま
る
場
所
で
あ
っ
て
、
し
か
も
外
（
外
藩
）
の
多
く
の
部
へ
と
通
じ
て
い
て
、
〔
そ
の
管
理
は
〕
重
要
な
職
務
で
あ
る
。
お
よ
そ
《
モ
ン
ゴ
ル
の
》
部
の
者
ど
も
は
み
な
仏
を
敬
い
、
謹
ん
で
見
る
ぞ
。
こ
の
よ
う
な
性
の
人
間
を
伊
摯
将
軍
に
留
め
、
〔
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
の
〕
衆
の
心
を
動
揺
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
ど
う
し
て
で
き
よ
う
か
。
…
…
朕
自
身
が
仏
を
尊
敬
す
る
の
で
彼
（
奎
林
）
を
恨
ん
で
処
理
し
た
の
で
は
全
く
な
い
。
い
ま
伊
黎
将
軍
に
相
応
し
い
人
を
考
え
る
に
、
全
く
人
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が
見
つ
か
ら
な
い
時
に
、
保
寧
は
四
川
総
督
に
任
用
し
て
以
来
、
少
し
事
務
を
理
解
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）
。
コ
ル
な
の
で
、
彼
を
伊
摯
将
軍
に
任
命
し
た
。
（
《
　
》
中
の
語
句
は
乾
隆
帝
の
殊
批
）
己
の
分
も
守
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
モ
ン
　
7
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）
　
こ
こ
で
乾
隆
帝
は
、
イ
リ
が
外
藩
の
居
住
地
（
牧
地
）
へ
と
通
じ
る
（
隣
接
す
る
）
地
で
あ
り
、
そ
の
外
藩
の
大
多
数
を
占
め
る
「
モ
ン
ゴ
ル
」
の
人
々
が
み
な
仏
教
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
）
を
崇
敬
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
「
こ
の
よ
う
な
性
の
人
間
」
で
あ
る
奎
林
を
伊
摯
将
軍
の
職
に
留
め
、
衆
人
の
心
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
こ
の
言
葉
か
ら
、
乾
隆
帝
が
、
海
禄
に
よ
る
参
奏
の
（
二
）
、
す
な
わ
ち
仏
像
を
河
に
投
げ
捨
て
た
一
件
を
問
題
視
し
、
仏
教
を
軽
視
す
る
よ
う
な
人
物
を
伊
黎
将
軍
と
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
奎
林
を
解
任
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
　
新
彊
の
中
心
地
で
あ
る
イ
リ
は
、
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
の
旧
ト
ル
グ
ー
ト
部
・
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
牧
地
に
隣
接
し
て
い
た
。
新
彊
の
旧
ト
ル
グ
ー
ト
部
・
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
は
、
乾
隆
三
六
年
（
一
七
七
一
）
に
ヴ
ォ
ル
ガ
河
下
流
域
か
ら
ロ
シ
ア
の
手
を
逃
れ
て
清
朝
に
保
護
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）
求
め
て
イ
リ
に
移
動
し
て
き
た
遊
牧
集
団
で
、
と
も
に
伊
黎
将
軍
の
統
轄
下
に
置
か
れ
た
。
彼
ら
は
清
朝
に
帰
順
す
る
以
前
の
一
七
世
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
紀
初
め
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
信
者
と
な
っ
て
お
り
、
乾
隆
帝
も
そ
の
こ
と
を
十
分
理
解
し
て
い
た
。
乾
隆
三
六
年
九
月
に
下
し
た
上
諭
に
は
、
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ト
ル
グ
　
ト
　
　
　
ウ
バ
　
シ
　
　
ツ
エ
ベ
ク
ド
ル
ジ
　
シ
エ
レ
ン
　
　
ホ
シ
ユ
　
ト
　
　
グ
ン
ゲ
土
爾
雇
特
台
吉
渥
巴
錫
、
策
伯
克
多
爾
済
、
舎
榜
等
、
和
碩
特
台
吉
恭
格
等
は
、
俄
羅
斯
と
風
気
同
じ
か
ら
ず
、
且
つ
不
時
に
兵
を
興
し
て
争
奪
す
る
に
因
り
、
安
生
を
得
ず
。
朕
の
黄
教
を
推
し
広
げ
、
四
夷
を
安
撫
す
る
の
化
を
仰
企
し
、
数
万
人
を
率
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
遠
途
を
祓
蹉
し
、
労
痒
を
辞
さ
ず
、
帰
り
て
誠
に
数
順
す
。
殊
に
嘉
す
べ
き
に
属
す
。
と
あ
り
、
乾
隆
帝
は
、
自
ら
が
黄
教
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク
派
）
を
崇
敬
し
、
そ
の
教
え
を
広
め
て
い
る
こ
と
が
、
ト
ル
グ
ー
ト
ら
が
清
朝
に
帰
順
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
清
朝
皇
帝
は
、
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
を
含
む
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
圏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）
で
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
興
隆
さ
せ
る
「
文
殊
菩
薩
の
化
身
」
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
そ
の
清
朝
皇
帝
の
中
で
も
、
乾
隆
帝
は
熱
心
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
と
し
て
知
ら
れ
、
ト
ル
グ
ー
ト
ら
が
自
ら
を
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
大
施
主
と
し
て
頼
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
も
「
殊
に
嘉
す
べ
き
に
属
す
」
と
述
べ
、
喜
び
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
乾
隆
帝
は
、
ま
だ
帰
順
し
て
日
が
浅
い
旧
ト
ル
グ
ー
ト
部
・
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
忠
誠
を
得
る
う
え
で
、
彼
ら
か
ら
清
朝
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
保
護
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
伊
黎
将
軍
奎
林
に
よ
る
仏
像
投
棄
事
件
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
一
件
は
、
海
禄
か
ら
弾
劾
の
上
奏
が
届
い
た
乾
隆
五
二
年
一
一
月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
主
事
ウ
リ
ン
ガ
へ
の
審
問
に
よ
り
、
詳
細
は
と
も
か
く
、
と
り
あ
え
ず
奎
林
が
仏
像
を
河
に
投
げ
捨
て
た
事
実
だ
け
は
確
認
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
乾
隆
帝
は
、
こ
の
事
件
が
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
、
と
り
わ
け
イ
リ
周
辺
に
遊
牧
す
る
旧
ト
ル
グ
ー
ト
部
・
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
動
揺
を
ま
ね
く
こ
と
を
懸
念
し
た
。
ま
た
奎
林
の
行
為
に
よ
り
清
朝
が
仏
教
を
軽
視
し
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
を
覆
う
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
圏
に
お
い
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
興
隆
さ
せ
る
「
文
殊
菩
薩
の
化
身
」
と
し
て
の
清
朝
皇
帝
の
権
威
と
モ
ン
ゴ
ル
支
配
の
正
統
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
乾
隆
帝
は
、
事
件
の
全
容
解
明
を
待
つ
こ
と
な
く
、
ウ
リ
ン
ガ
へ
の
審
問
後
、
奎
林
を
即
座
に
解
任
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
し
て
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
乾
隆
帝
は
奎
林
を
解
任
し
た
の
と
同
日
に
、
四
川
総
督
の
保
寧
を
後
任
の
伊
摯
将
軍
に
任
命
し
た
。
こ
の
人
事
を
行
っ
た
理
由
と
し
て
、
乾
隆
帝
は
〈
史
料
五
〉
で
保
寧
が
「
少
し
事
務
を
理
解
し
、
己
の
分
も
守
っ
て
い
る
」
と
と
も
に
、
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彼
が
「
モ
ン
ゴ
ル
」
、
す
な
わ
ち
蒙
古
旗
人
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
　
実
は
、
乾
隆
帝
は
保
寧
を
伊
黎
将
軍
に
任
命
し
た
翌
日
の
乾
隆
五
二
年
一
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
一
月
二
三
日
に
下
し
た
上
諭
で
も
、
保
寧
が
「
蒙
古
旗
人
」
〈
史
料
七
〉
保
寧
が
、
リ
タ
ン
の
地
で
爽
煽
（
σ
q
ぐ
9
。
げ
曽
）
を
捕
ら
え
、
審
問
し
処
理
し
た
こ
と
を
漢
語
で
上
奏
し
た
奏
摺
に
お
い
て
、
爽
覇
の
名
帥
≦
き
α
q
8
冒
豆
昌
を
「
阿
鳥
成
皮
」
と
記
し
て
い
る
。
は
な
は
だ
可
笑
し
い
。
保
寧
は
蒙
古
旗
人
で
あ
る
ぞ
。
本
当
に
ご
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）
れ
が
わ
か
ら
な
い
の
か
。
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こ
の
上
諭
中
の
爽
煽
（
σ
q
ぐ
β
・
げ
曽
）
と
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
盗
匪
」
を
意
味
す
る
「
冨
σ
q
b
9
。
」
の
音
訳
で
、
清
朝
で
は
主
に
青
海
．
四
川
の
チ
ベ
ッ
ト
族
の
盗
匪
を
こ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
。
こ
こ
で
乾
隆
帝
は
、
保
寧
が
蒙
古
旗
人
で
あ
り
な
が
ら
チ
ベ
ッ
ト
人
の
盗
匪
の
名
前
を
的
確
に
漢
語
音
訳
し
て
い
な
い
こ
と
を
叱
責
し
て
い
る
。
こ
の
上
諭
か
ら
は
、
保
寧
が
決
し
て
実
務
処
理
能
力
の
高
い
人
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
乾
隆
帝
が
保
寧
に
対
し
て
「
蒙
古
旗
人
」
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
　
〈
史
料
五
〉
に
お
い
て
乾
隆
帝
は
、
保
寧
を
「
少
し
事
務
を
理
解
し
、
己
の
分
も
守
っ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
が
、
〈
史
料
七
〉
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
実
務
能
力
の
拙
さ
か
ら
判
断
す
る
に
、
こ
の
言
葉
は
乾
隆
帝
が
保
寧
を
特
別
に
有
能
な
人
材
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
は
お
ら
ず
、
成
都
将
軍
や
四
川
総
督
を
大
き
な
過
ち
を
犯
す
こ
と
な
く
無
難
に
勤
め
上
げ
て
き
た
保
寧
で
あ
れ
ば
、
伊
摯
将
軍
の
職
務
を
何
と
か
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
の
考
え
を
示
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
「
モ
ン
ゴ
ル
な
の
で
、
彼
（
保
寧
）
を
伊
黎
将
軍
に
任
命
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
蒙
古
旗
人
は
こ
の
時
期
に
は
満
洲
化
．
漢
化
が
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
外
見
上
は
「
モ
ン
ゴ
ル
」
ら
し
さ
を
ほ
と
ん
ど
失
つ
て
い
た
。
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）
し
信
仰
面
で
は
、
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
の
人
々
と
同
じ
く
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
奉
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
奎
林
解
任
の
経
緯
と
外
藩
「
モ
ン
ゴ
ル
」
（
乾
隆
帝
は
自
ら
こ
の
言
葉
を
書
き
加
え
て
い
る
）
の
動
揺
を
防
ぎ
た
い
と
い
う
乾
隆
帝
の
言
葉
か
ら
、
保
寧
が
蒙
古
旗
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
乾
隆
帝
が
彼
を
伊
摯
将
軍
に
任
命
し
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
に
見
て
取
れ
よ
う
。
　
奎
林
の
後
任
に
つ
い
て
、
乾
隆
帝
は
〈
史
料
五
〉
に
お
い
て
一
度
は
「
全
く
人
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
人
選
に
苦
慮
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
言
葉
は
、
当
時
の
旗
人
官
僚
の
中
に
、
藩
部
将
軍
職
に
任
用
す
る
に
相
応
し
い
家
格
・
履
歴
・
軍
務
経
験
・
軍
功
を
有
し
、
か
つ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
対
す
る
深
い
理
解
と
信
仰
心
を
も
兼
ね
備
え
て
い
る
人
材
を
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
保
寧
は
、
宗
室
の
永
鐸
や
一
等
承
恩
公
奎
林
に
比
べ
て
家
格
は
劣
る
も
の
の
、
三
等
義
烈
公
の
爵
位
を
有
し
、
親
軍
・
乾
清
門
侍
衛
等
を
経
験
し
、
金
川
平
定
の
戦
い
で
軍
功
も
あ
げ
、
成
都
将
軍
を
つ
と
め
　
　
　
　
　
（
7
9
）
た
実
績
も
あ
っ
た
。
四
川
総
督
在
任
時
も
、
大
き
な
失
態
を
お
か
す
こ
と
な
く
自
ら
の
職
分
を
無
難
に
勤
め
上
げ
て
い
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
奉
す
る
蒙
古
旗
人
で
あ
っ
た
。
当
時
の
蒙
古
旗
人
の
中
に
、
家
格
・
履
歴
・
軍
務
経
験
・
軍
功
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
保
寧
ほ
ど
の
人
物
は
他
に
見
あ
た
ら
な
い
。
乾
隆
帝
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
す
べ
て
考
慮
し
た
う
え
で
、
保
寧
で
あ
れ
ば
辛
う
じ
て
伊
黎
将
軍
を
つ
と
め
る
だ
け
の
条
件
を
備
え
て
い
る
と
判
断
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
乾
隆
帝
は
蒙
古
旗
人
の
保
寧
に
対
し
、
清
朝
皇
帝
で
あ
る
自
ら
の
仏
教
尊
崇
の
姿
勢
を
体
現
し
、
旧
ト
ル
グ
ー
ト
部
ら
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
の
動
揺
を
防
ぐ
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
〈
史
料
七
〉
に
お
い
て
、
乾
隆
帝
が
彼
に
対
し
て
わ
ざ
わ
ざ
「
蒙
古
旗
人
」
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
叱
責
を
加
え
た
の
も
、
イ
リ
到
着
後
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
信
奉
者
と
し
て
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
ら
の
共
感
を
勝
ち
得
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
保
寧
が
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
漢
語
音
訳
す
ら
で
き
な
い
こ
と
に
不
満
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
に
述
べ
て
き
た
保
寧
の
伊
黎
将
軍
任
用
の
経
緯
か
ら
、
蒙
古
旗
人
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
奉
し
て
い
た
こ
と
が
、
藩
部
の
モ
ン
村上乾隆五二年における蒙古旗人の伊摯将軍任用の背景75
ゴ
ル
族
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
統
治
に
お
い
て
彼
ら
が
重
用
さ
れ
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
看
取
で
き
る
。
蒙
古
旗
人
は
、
清
朝
の
支
配
層
で
あ
る
「
旗
人
」
と
し
て
の
意
識
・
忠
誠
心
を
有
す
る
と
同
時
に
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
奉
す
る
「
モ
ン
ゴ
ル
」
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）
て
の
意
識
も
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
蒙
古
旗
人
に
対
し
、
乾
隆
帝
は
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
と
し
て
藩
部
の
モ
ン
ゴ
ル
族
・
チ
ベ
ッ
ト
族
ら
の
共
感
を
引
き
出
し
な
が
ら
藩
部
統
治
を
適
切
か
つ
円
滑
に
進
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
特
に
藩
部
統
治
に
お
け
る
蒙
古
旗
人
の
任
用
が
増
大
し
た
乾
隆
四
〇
年
代
後
半
か
ら
同
五
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
乾
隆
四
五
年
に
お
け
る
乾
隆
帝
と
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
三
世
（
ペ
ル
テ
ン
イ
ェ
ー
シ
ェ
ー
）
の
会
見
の
直
後
で
あ
り
、
乾
隆
帝
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
対
す
る
崇
拝
・
供
養
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
乾
隆
帝
は
、
蒙
古
旗
人
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
と
し
て
の
側
面
に
対
す
る
期
待
を
さ
ら
に
強
あ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
も
、
乾
隆
四
〇
年
代
後
半
以
降
の
藩
部
統
治
に
お
い
て
乾
隆
帝
が
蒙
古
旗
人
の
任
用
を
増
や
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
前
章
で
も
、
乾
隆
帝
が
乾
隆
五
〇
年
に
蒙
古
旗
人
の
海
禄
を
オ
ー
ロ
ト
営
の
領
隊
大
臣
に
任
用
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
人
事
に
も
前
章
で
述
べ
た
理
由
の
他
に
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
奉
す
る
蒙
古
旗
人
と
し
て
、
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
で
あ
る
オ
：
ロ
ト
を
円
滑
に
治
め
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
　
伊
黎
将
軍
就
任
後
、
保
寧
は
乾
隆
五
五
年
六
月
に
北
京
に
戻
り
、
そ
の
後
四
川
総
督
の
署
理
を
命
じ
ら
れ
て
四
川
に
赴
く
が
、
翌
年
正
月
に
は
イ
リ
に
戻
り
、
再
び
伊
摯
将
軍
に
就
く
。
ま
た
乾
隆
五
九
年
一
二
月
に
は
吏
部
尚
書
の
任
命
を
受
け
、
明
亮
が
伊
摯
将
軍
に
就
任
す
る
が
、
翌
年
六
月
、
保
寧
は
再
び
伊
摯
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
乾
隆
帝
死
後
の
嘉
慶
七
年
（
一
八
〇
二
）
五
月
ま
で
同
職
を
つ
と
（
8
2
）
め
た
。
こ
う
し
た
人
事
の
あ
り
方
は
、
奎
林
に
よ
る
仏
像
投
棄
事
件
の
発
生
以
降
、
乾
隆
帝
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
保
護
者
と
し
て
の
自
ら
を
慕
っ
て
帰
順
し
て
き
た
旧
ト
ル
グ
ー
ト
部
・
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
忠
誠
を
失
い
か
ね
な
い
事
態
が
二
度
と
発
生
し
な
い
よ
う
、
伊
摯
将
軍
に
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
の
蒙
古
旗
人
を
任
用
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
考
え
を
持
ち
続
け
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
奎
林
に
よ
る
仏
像
投
棄
事
件
の
発
生
と
清
朝
に
帰
順
し
て
間
も
な
い
旧
ト
ル
グ
ー
ト
部
・
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
存
在
と
い
う
要
素
が
、
伊
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黎
将
軍
と
定
辺
左
副
将
軍
・
緩
遠
城
将
軍
と
の
人
事
の
あ
り
方
の
違
い
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
乾
隆
帝
が
他
の
蒙
古
旗
人
を
伊
摯
将
軍
に
任
用
せ
ず
、
保
寧
た
だ
一
人
を
用
い
続
け
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
新
彊
が
安
定
し
た
状
態
に
あ
り
、
保
寧
の
イ
リ
派
遣
後
に
大
き
な
問
題
が
発
生
せ
ず
、
家
格
・
履
歴
・
軍
務
経
験
等
の
点
で
も
他
の
蒙
古
旗
人
の
中
に
保
寧
以
上
の
適
任
者
を
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
　
な
お
保
寧
は
、
乾
隆
帝
が
死
去
し
、
嘉
慶
帝
の
親
政
開
始
後
も
し
ば
ら
く
伊
黎
将
軍
を
つ
と
め
、
嘉
慶
七
年
五
月
に
北
京
に
民
翻
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
艇
）
そ
し
て
後
任
に
は
同
じ
く
蒙
古
旗
人
の
松
笏
が
就
任
し
、
嘉
慶
一
四
年
正
月
ま
で
同
職
を
つ
と
め
る
。
こ
の
事
実
は
、
一
見
す
る
と
嘉
慶
帝
が
乾
隆
帝
の
伊
摯
将
軍
に
関
す
る
人
事
方
針
を
受
け
継
い
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
よ
う
。
し
か
し
、
保
寧
の
後
任
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）
あ
る
松
笏
が
爵
位
．
軍
功
を
有
さ
ず
、
軍
務
経
験
も
豊
富
と
は
い
え
な
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
両
者
の
方
針
に
は
大
き
な
相
違
点
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
え
て
く
る
。
ま
た
乾
隆
帝
は
熱
心
な
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
嘉
慶
帝
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
対
す
る
認
識
．
態
度
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
嘉
慶
帝
が
蒙
古
旗
人
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
と
し
て
の
側
面
を
重
視
し
た
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
乾
隆
四
〇
年
代
後
半
以
降
、
乾
隆
帝
は
、
藩
部
将
軍
職
の
う
ち
定
辺
左
副
将
軍
・
緩
遠
城
将
軍
に
は
宗
室
あ
る
い
は
八
旗
満
洲
の
名
門
一
族
の
出
で
、
軍
事
関
係
の
官
職
を
勤
め
上
げ
て
き
た
軍
務
の
実
績
・
経
験
豊
か
な
旗
人
を
多
数
任
用
し
た
。
両
職
は
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ル
ハ
．
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
最
高
位
の
軍
事
司
令
官
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
人
事
を
行
う
背
後
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
が
「
満
洲
」
の
宗
室
．
名
門
一
族
を
根
幹
と
す
る
清
朝
の
軍
事
支
配
体
制
下
に
あ
る
こ
と
を
モ
ン
ゴ
ル
王
公
ら
に
知
ら
し
め
よ
う
と
い
う
乾
隆
帝
の
意
図
村上乾隆五二年における蒙古旗人の伊黎将軍任用の背景77
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
伊
黎
将
軍
の
人
事
に
関
し
て
も
、
乾
隆
帝
は
、
伊
勒
図
の
死
後
に
は
他
の
藩
部
将
軍
職
と
同
様
に
宗
室
あ
る
い
は
満
洲
名
門
の
旗
人
の
任
用
を
続
け
る
方
針
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
乾
隆
五
二
年
＝
月
、
伊
黎
参
賛
大
臣
海
禄
の
参
奏
に
よ
り
、
満
洲
名
門
・
沙
済
地
方
富
察
氏
の
伊
摯
将
軍
奎
林
が
イ
リ
に
お
い
て
乱
暴
な
振
る
舞
い
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
海
禄
が
弾
劾
し
た
内
容
の
中
で
、
乾
隆
帝
が
特
に
注
視
し
た
の
が
、
奎
林
が
廟
か
ら
仏
像
を
取
り
出
し
て
河
に
投
げ
捨
て
た
と
い
う
一
件
で
あ
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
を
覆
う
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
圏
で
は
、
清
朝
皇
帝
は
「
文
殊
菩
薩
の
化
身
」
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
で
支
配
の
正
統
性
を
得
て
お
り
、
乾
隆
帝
自
身
も
熱
心
な
仏
教
徒
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
イ
リ
周
辺
に
は
清
朝
に
帰
順
し
て
か
ら
ま
だ
日
の
浅
い
旧
ト
ル
グ
ー
ト
部
・
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
牧
地
が
あ
り
、
伊
摯
将
軍
は
彼
ら
を
統
轄
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
伊
摯
将
軍
に
よ
る
仏
像
投
棄
は
、
旧
ト
ル
グ
ー
ト
部
・
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
動
揺
を
ま
ね
く
と
と
も
に
、
「
文
殊
菩
薩
の
化
身
」
と
し
て
の
清
朝
皇
帝
の
権
威
と
モ
ン
ゴ
ル
支
配
の
正
統
性
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
重
大
事
で
あ
る
と
乾
隆
帝
は
考
え
た
。
そ
こ
で
こ
の
一
件
が
事
実
と
確
認
さ
れ
次
第
、
乾
隆
帝
は
即
刻
奎
林
を
解
任
し
、
そ
の
後
任
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
奉
す
る
蒙
古
旗
人
で
、
家
格
・
履
歴
・
軍
務
経
験
・
軍
功
等
の
面
で
辛
う
じ
て
伊
黎
将
軍
を
つ
と
め
う
る
と
判
断
し
た
四
川
総
督
の
保
寧
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
乾
隆
帝
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
で
あ
る
蒙
古
旗
人
の
保
寧
に
自
ら
の
仏
教
尊
崇
の
姿
勢
を
体
現
さ
せ
る
こ
と
で
、
旧
ト
ル
グ
ー
ト
部
．
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
ら
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
の
動
揺
を
防
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
蒙
古
旗
人
は
、
清
朝
の
支
配
層
で
あ
る
「
旗
人
」
と
し
て
の
意
識
・
忠
誠
心
を
有
す
る
と
同
時
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
奉
す
る
「
モ
ン
ゴ
ル
」
と
し
て
の
意
識
も
有
し
て
い
た
。
乾
隆
帝
は
蒙
古
旗
人
に
対
し
、
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
と
し
て
藩
部
の
モ
ン
ゴ
ル
族
．
チ
ベ
ッ
ト
族
ら
の
共
感
を
引
き
出
し
な
が
ら
藩
部
統
治
を
適
切
か
つ
円
滑
に
進
め
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
乾
隆
四
〇
年
代
後
半
か
ら
同
五
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
三
世
と
の
会
見
に
よ
っ
て
乾
隆
帝
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
熱
が
高
ま
っ
て
い
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た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
か
ら
、
乾
隆
帝
は
藩
部
の
モ
ン
ゴ
ル
族
・
チ
ベ
ッ
ト
族
を
管
轄
す
る
駐
防
官
に
蒙
古
旗
人
を
積
極
的
に
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
当
該
時
期
に
お
け
る
乾
隆
帝
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
熱
の
高
ま
り
に
よ
り
、
蒙
古
旗
人
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
と
し
て
の
側
面
に
対
す
る
乾
隆
帝
の
期
待
が
よ
り
大
き
く
な
っ
た
こ
と
が
、
藩
部
統
治
に
お
け
る
蒙
古
旗
人
の
任
用
増
大
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
〔
付
記
〕
　
本
稿
は
平
成
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
金
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
注
（
1
）
　
張
永
江
氏
は
、
「
藩
部
」
を
「
理
藩
院
所
属
の
清
朝
と
封
藩
　
　
関
係
に
あ
る
異
民
族
の
部
落
」
と
す
る
。
張
永
江
『
清
代
藩
部
　
　
研
究
ー
以
政
治
変
遷
為
中
心
ー
』
黒
龍
江
教
育
出
版
社
、
　
　
二
〇
〇
一
年
、
二
四
頁
、
参
照
。
ま
た
片
岡
一
忠
氏
は
、
「
藩
　
　
部
」
と
い
う
用
語
が
モ
ン
ゴ
ル
王
公
ら
の
支
配
地
を
指
す
地
域
　
　
概
念
で
も
あ
り
、
そ
の
使
用
例
は
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
見
ら
れ
　
　
る
と
述
べ
て
い
る
。
片
岡
一
忠
『
清
朝
新
彊
統
治
研
究
』
雄
山
　
　
閣
、
　
一
九
九
一
年
、
二
五
、
三
六
頁
、
参
照
。
「
藩
部
」
の
定
　
　
義
に
関
し
て
は
な
お
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
張
　
　
氏
・
片
岡
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
、
理
藩
院
管
轄
下
の
モ
ン
ゴ
ル
・
　
　
青
海
・
チ
ベ
ッ
ト
・
新
彊
の
諸
部
族
、
及
び
彼
ら
の
居
住
地
域
　
　
を
指
す
概
念
と
し
て
「
藩
部
」
の
語
を
用
い
、
便
宜
上
一
九
世
　
　
紀
以
前
に
関
し
て
も
こ
の
概
念
を
用
い
る
。
（
2
）
　
八
旗
満
洲
・
八
旗
蒙
古
・
八
旗
漢
軍
か
ら
な
る
八
旗
の
う
ち
、
　
　
天
聡
九
年
（
一
六
三
四
）
に
ハ
ラ
チ
ン
部
・
ト
ゥ
メ
ト
部
の
モ
　
　
ン
ゴ
ル
人
を
主
体
と
し
て
編
成
さ
れ
た
組
織
と
八
旗
蒙
古
と
い
　
　
い
、
こ
れ
に
属
す
る
人
を
蒙
古
旗
人
と
い
う
。
八
旗
蒙
古
の
編
　
　
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
梅
山
直
也
「
八
旗
蒙
古
の
成
立
と
清
朝
　
　
の
モ
ン
ゴ
ル
支
配
ー
ハ
ラ
チ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
を
中
心
に
ー
」
　
　
『
社
会
文
化
史
学
』
第
四
八
号
、
二
〇
〇
六
年
、
参
照
。
（
3
）
　
拙
稿
「
乾
隆
朝
中
葉
以
降
の
藩
部
統
治
に
お
け
る
蒙
古
旗
人
　
　
官
僚
の
任
用
」
『
史
境
』
第
四
七
号
、
二
〇
〇
三
年
、
三
四
ー
　
　
三
六
頁
、
参
照
。
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（
4
）
　
張
永
江
「
八
旗
蒙
古
任
官
初
探
」
『
蒙
古
史
研
究
』
第
三
号
、
　
　
一
九
八
九
年
、
　
五
七
、
一
七
一
－
一
七
三
頁
、
参
照
。
（
5
）
　
拙
稿
「
乾
隆
朝
中
葉
以
降
の
藩
部
統
治
に
お
け
る
蒙
古
旗
人
　
　
官
僚
の
任
用
」
三
七
－
四
〇
頁
、
同
「
乾
隆
四
〇
年
代
後
半
以
　
　
降
の
藩
部
統
治
を
担
当
し
た
蒙
古
旗
人
官
僚
」
『
史
峯
』
第
一
　
　
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
、
＝
頁
、
参
照
。
（
6
）
　
本
稿
で
は
、
清
朝
の
官
職
の
名
称
及
び
人
名
・
氏
族
名
に
つ
　
　
い
て
、
清
朝
の
漢
文
史
料
の
記
載
に
基
づ
い
て
漢
語
で
記
す
。
　
　
こ
の
う
ち
漢
語
以
外
の
言
語
（
満
洲
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
な
ど
）
　
　
由
来
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
初
出
の
際
に
フ
リ
ガ
ナ
を
付
す
。
　
　
な
お
旗
人
の
人
名
の
う
ち
、
い
ま
だ
史
料
上
か
ら
満
洲
語
名
を
　
　
確
認
で
き
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
漢
語
名
の
み
を
記
す
。
（
7
）
　
拙
稿
「
乾
隆
朝
中
葉
以
降
の
藩
部
統
治
に
お
け
る
蒙
古
旗
人
　
　
官
僚
の
任
用
」
三
五
－
三
六
頁
、
参
照
。
（
8
）
　
乾
隆
帝
は
嘉
慶
帝
に
皇
位
を
譲
っ
た
後
も
、
嘉
慶
四
年
正
月
　
　
に
死
去
す
る
ま
で
権
力
を
保
持
し
た
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
嘉
　
　
慶
三
年
ま
で
を
乾
隆
帝
の
統
治
期
と
見
な
し
、
検
討
を
進
め
る
。
（
9
）
　
侍
衛
は
宮
中
・
行
幸
の
際
に
皇
帝
を
護
衛
等
を
担
当
す
る
武
　
　
官
で
、
上
三
旗
（
鑛
黄
旗
・
正
黄
旗
・
正
白
旗
）
・
宗
室
・
内
　
　
外
大
員
の
子
弟
及
び
武
進
士
合
格
者
よ
り
選
ば
れ
た
。
侍
衛
は
　
　
皇
帝
の
親
衛
隊
、
す
な
わ
ち
軍
事
面
に
お
け
る
側
近
集
団
で
あ
　
　
り
、
そ
の
中
か
ら
は
軍
事
面
で
活
躍
す
る
高
級
官
僚
が
多
数
輩
　
　
出
さ
れ
た
。
清
代
の
侍
衛
制
度
に
関
し
て
は
佐
伯
富
「
清
代
の
　
　
侍
衛
に
つ
い
て
　
　
君
主
猫
裁
椹
研
究
の
一
駒
1
」
『
東
洋
　
　
史
研
究
』
第
二
七
巻
、
第
二
号
、
一
九
六
八
年
、
常
江
・
李
理
　
　
『
清
宮
侍
衛
』
遼
寧
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
侍
衛
の
側
　
　
近
集
団
と
し
て
の
性
格
及
び
そ
の
淵
源
に
つ
い
て
は
杉
山
清
彦
　
　
「
ヌ
ル
ハ
チ
時
代
の
ヒ
ヤ
制
i
清
初
侍
衛
考
序
説
1
」
『
東
　
　
洋
史
研
究
』
第
六
二
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
参
照
。
（
1
0
）
　
宗
室
の
旗
人
五
名
の
出
自
・
履
歴
は
、
『
満
漢
名
臣
伝
』
（
黒
　
　
竜
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
続
集
、
巻
二
三
、
恒
瑞
伝
、
　
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
続
集
、
巻
四
三
、
永
現
伝
、
『
満
漢
名
臣
伝
』
　
　
三
集
、
巻
二
、
弘
駒
伝
、
『
満
漢
名
臣
伝
』
三
集
、
巻
三
、
嵩
　
　
椿
伝
、
『
満
漢
名
臣
伝
』
三
集
、
巻
一
二
、
興
肇
伝
、
参
照
。
（
1
1
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
続
集
、
巻
一
九
、
慶
桂
伝
、
参
照
。
（
1
2
）
　
傅
恒
は
乾
隆
一
〇
年
か
ら
軍
機
大
臣
、
同
＝
二
年
か
ら
保
和
　
　
殿
大
学
士
を
つ
と
め
、
乾
隆
三
五
年
七
月
に
死
去
す
る
ま
で
乾
　
　
隆
帝
の
寵
臣
と
し
て
活
躍
し
た
。
『
満
漢
名
臣
伝
』
巻
四
五
、
　
　
傅
恒
列
伝
、
参
照
。
（
1
3
）
　
鈴
木
真
「
乾
隆
帝
の
后
妃
と
そ
の
一
族
」
『
史
境
』
第
五
二
　
　
号
、
二
〇
〇
六
年
、
四
〇
1
四
四
頁
、
参
照
。
（
1
4
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
続
集
、
巻
一
七
、
明
瑞
伝
、
『
満
漢
名
臣
伝
』
　
　
続
集
、
巻
三
〇
、
福
康
安
伝
、
参
照
。
（
1
5
）
　
乾
隆
三
六
年
（
一
七
七
一
）
～
同
四
〇
年
に
清
朝
と
四
川
省
　
　
の
大
金
川
・
小
金
川
と
の
間
で
行
わ
れ
た
戦
い
。
金
川
と
の
戦
　
　
い
は
乾
隆
一
二
年
～
同
一
四
年
に
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
　
　
で
「
金
川
平
定
の
戦
い
」
と
記
す
場
合
は
す
べ
て
乾
隆
三
六
年
　
　
か
ら
の
戦
い
を
指
す
も
の
と
す
る
。
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（
1
6
）
　
乾
隆
帝
は
、
新
彊
平
定
・
金
川
平
定
・
甘
粛
ム
ス
リ
ム
反
乱
　
　
の
鎮
圧
等
の
戦
役
で
功
績
を
あ
げ
た
人
物
を
「
前
五
十
功
臣
」
　
　
と
「
後
五
十
功
臣
」
と
に
分
け
、
肖
像
を
作
ら
せ
て
紫
光
閣
に
　
　
飾
ら
せ
た
。
（
1
7
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
三
集
、
巻
＝
、
奎
林
伝
、
参
照
。
（
1
8
）
　
『
国
朝
老
日
献
類
徴
初
編
』
（
文
海
出
版
社
影
印
本
、
一
九
六
六
　
　
年
）
巻
三
〇
、
明
亮
伝
、
参
照
。
（
1
9
）
　
方
略
館
纂
『
平
定
両
金
川
方
略
』
（
西
蔵
社
会
科
学
院
西
蔵
　
　
学
漢
文
文
献
編
集
室
編
、
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
出
　
　
版
、
一
九
九
一
年
）
巻
首
八
、
天
章
八
、
参
照
（
2
0
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
巻
一
、
費
英
東
列
伝
、
参
照
。
（
2
1
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
巻
四
〇
、
傅
爾
丹
列
伝
、
参
照
。
（
2
2
）
　
「
清
国
史
館
伝
包
・
伝
稿
」
（
台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
所
　
　
蔵
、
以
下
「
伝
稿
」
）
五
六
九
五
、
復
興
列
伝
（
弟
富
鋭
附
）
、
　
　
参
照
。
（
2
3
）
　
魯
克
素
（
旧
名
は
倫
布
）
に
関
し
て
は
、
『
八
旗
通
志
初
集
』
　
　
（
東
北
師
範
大
学
出
版
社
）
巻
一
五
⊥
ハ
、
名
臣
伝
一
六
、
那
碩
　
　
伝
、
参
照
。
郡
碩
は
魯
克
素
の
孫
、
費
揚
古
の
父
に
あ
た
る
。
（
2
4
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
巻
一
七
、
費
揚
古
列
伝
、
参
照
。
（
2
5
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
続
集
、
巻
一
五
、
図
桑
阿
伝
、
参
照
。
（
2
6
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
続
集
、
巻
一
三
、
永
慶
伝
、
参
照
。
（
2
7
）
　
「
清
国
史
館
伝
包
・
伝
稿
」
五
八
四
六
、
伊
勒
図
伝
、
参
照
。
（
2
8
）
　
方
略
館
纂
『
平
定
両
金
川
方
略
』
巻
首
八
、
天
章
八
、
参
照
（
2
9
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
続
集
、
巻
一
六
、
烏
爾
図
那
遜
伝
、
参
照
。
（
3
0
）
　
『
国
朝
老
目
献
類
徴
初
編
」
巻
二
九
二
、
積
福
伝
、
参
照
。
（
3
1
）
　
前
出
の
烏
爾
図
那
遜
と
保
寧
の
姓
は
、
満
洲
語
で
は
同
じ
　
　
「
ε
σ
9
」
氏
で
あ
る
が
、
伝
記
史
料
に
お
け
る
漢
文
で
の
音
訳
　
　
表
記
が
異
っ
て
い
る
。
（
3
2
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
続
集
、
巻
二
一
、
保
寧
伝
、
参
照
。
（
3
3
）
　
方
略
館
纂
『
平
定
両
金
川
方
略
』
巻
首
八
、
天
章
八
、
参
照
。
（
3
4
）
　
岡
洋
樹
「
定
辺
左
副
将
軍
の
権
限
回
収
問
題
と
『
将
軍
・
参
　
　
賛
大
臣
・
盟
長
・
副
将
軍
辮
理
事
務
章
程
』
」
『
史
観
』
第
＝
　
　
九
号
、
一
九
八
八
年
、
一
六
－
二
一
頁
、
参
照
。
（
3
5
）
　
岡
洋
樹
「
定
辺
左
副
将
軍
の
権
限
回
収
問
題
と
『
将
軍
・
参
　
　
賛
大
臣
・
盟
長
・
副
将
軍
辮
理
事
務
章
程
』
ニ
ー
二
六
頁
、
参
　
　
照
。
（
3
6
）
　
烏
爾
図
那
遜
は
、
乾
隆
四
七
年
一
二
月
か
ら
察
晴
爾
都
統
を
　
　
つ
と
め
て
い
た
。
彼
は
、
乾
隆
四
九
年
六
月
に
緩
遠
城
将
軍
の
　
　
任
命
を
受
け
た
後
の
同
年
七
月
に
も
察
拾
爾
八
旗
に
関
す
る
事
　
　
務
を
処
理
し
て
い
る
（
『
清
高
宗
実
録
』
巻
一
二
一
一
、
乾
隆
　
　
四
九
年
七
月
乙
亥
（
二
二
日
）
条
、
参
照
）
。
ま
た
『
清
高
宗
　
　
実
録
』
巻
一
二
｝
四
、
乾
隆
四
九
年
九
月
乙
丑
（
一
三
日
）
条
　
　
に
は
「
烏
爾
図
那
遜
は
、
侃
お
著
し
て
察
姶
爾
都
統
に
調
補
せ
　
　
し
む
（
烏
爾
図
那
遜
、
侃
著
調
補
察
冶
爾
都
統
）
」
と
あ
り
、
　
　
「
傍
」
（
そ
の
ま
ま
）
察
蛤
爾
都
統
に
任
命
す
る
と
記
さ
れ
て
い
　
　
る
。
以
上
か
ら
、
烏
爾
図
那
遜
は
乾
隆
四
九
年
六
月
に
綴
遠
城
　
　
将
軍
の
任
命
を
受
け
た
後
も
継
続
し
て
察
恰
爾
都
統
の
職
務
に
　
　
従
事
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
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（
3
7
）
　
趙
雲
田
『
清
代
蒙
古
政
教
制
度
』
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
、
　
　
一
〇
八
頁
、
参
照
。
（
3
8
）
　
片
岡
一
忠
『
清
朝
新
彊
統
治
研
究
』
六
一
－
六
七
頁
、
参
照
。
（
3
9
）
　
『
清
高
宗
実
録
』
（
中
華
書
局
影
印
本
）
巻
一
二
三
三
、
乾
隆
　
　
五
〇
年
六
月
辛
丑
（
二
四
日
）
条
、
参
照
。
（
4
0
）
　
『
清
高
宗
実
録
』
巻
一
二
三
五
、
乾
隆
五
〇
年
七
月
乙
亥
　
　
（
二
六
日
）
条
、
参
照
（
4
1
）
　
「
奎
林
自
補
授
伊
黎
将
軍
以
来
、
辮
理
一
切
事
務
尚
好
」
『
清
　
　
高
宗
実
録
』
巻
一
二
四
四
、
乾
隆
五
〇
年
一
二
月
丙
戌
（
一
一
　
　
日
）
条
。
（
4
2
）
　
伊
黎
参
賛
大
臣
は
常
設
の
職
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
伊
　
　
摯
将
軍
の
補
佐
役
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
（
4
3
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
三
集
、
巻
七
、
海
禄
伝
、
参
照
。
（
4
4
）
　
サ
ム
サ
ク
は
乾
隆
二
四
年
に
清
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
た
カ
シ
ュ
ガ
　
　
ル
ー
ー
ホ
ー
ジ
ャ
家
の
残
党
で
、
コ
ー
カ
ン
ド
に
逃
れ
、
清
朝
か
　
　
ら
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
奪
還
を
画
策
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
佐
口
透
　
　
『
一
八
～
一
九
世
紀
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
社
会
史
研
究
』
吉
川
弘
　
　
文
館
、
｝
九
六
三
年
、
八
九
－
一
〇
二
頁
、
参
照
。
（
4
5
）
　
『
清
高
宗
実
録
』
巻
一
二
三
八
、
乾
隆
五
〇
年
九
月
戊
申
　
　
（
二
日
）
条
、
参
照
。
（
4
6
）
　
『
清
高
宗
実
録
』
巻
一
二
三
八
、
乾
隆
五
〇
年
九
月
己
酉
　
　
（
三
日
）
条
、
参
照
。
（
4
7
）
　
こ
こ
で
の
「
オ
ー
ロ
ト
」
と
は
、
イ
リ
駐
防
八
旗
の
一
角
を
　
　
形
成
し
た
オ
ー
ロ
ト
営
を
指
し
て
い
る
。
清
朝
は
オ
イ
ラ
ト
の
　
　
こ
と
を
「
オ
ー
ロ
ト
巳
9
（
厄
魯
特
）
」
と
呼
ん
だ
。
オ
ー
ロ
　
　
ト
営
を
は
じ
め
と
す
る
イ
リ
駐
防
八
旗
の
体
制
確
立
及
び
領
隊
　
　
大
臣
設
置
の
過
程
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
に
、
小
沼
孝
博
「
イ
　
　
リ
駐
防
八
旗
の
設
置
に
つ
い
て
　
　
清
朝
の
新
彊
支
配
艦
制
の
　
　
構
築
に
關
す
る
一
考
察
　
　
」
『
東
方
学
』
第
＝
○
輯
、
二
　
　
〇
〇
五
年
、
が
あ
る
。
（
4
8
）
　
「
軍
機
処
満
文
上
諭
棺
」
（
中
国
第
一
歴
史
棺
案
館
所
蔵
）
四
　
　
八
（
二
）
、
乾
隆
五
〇
年
一
一
月
初
四
日
、
明
発
上
諭
。
（
4
9
）
　
拙
稿
「
乾
隆
朝
中
葉
以
降
の
藩
部
統
治
に
お
け
る
蒙
古
旗
人
　
　
官
僚
の
任
用
」
三
九
頁
、
参
照
。
（
5
0
）
　
『
清
高
宗
実
録
』
巻
一
二
五
一
、
乾
隆
五
一
年
三
月
戊
辰
　
　
（
二
四
日
）
条
、
参
照
。
（
5
1
）
　
寄
信
上
諭
は
皇
帝
か
ら
個
別
の
官
僚
に
直
接
下
さ
れ
る
（
軍
　
　
機
処
の
設
置
以
降
は
、
皇
帝
の
指
示
を
仰
い
だ
軍
機
大
臣
か
ら
　
　
個
別
の
官
僚
に
送
ら
れ
る
）
上
諭
の
形
式
で
、
前
述
の
「
明
発
　
　
上
諭
」
に
比
べ
て
皇
帝
の
具
体
的
な
考
え
・
指
示
が
記
さ
れ
て
　
　
い
る
こ
と
が
多
い
。
（
5
2
）
　
「
軍
機
処
満
文
寄
信
棺
」
（
中
国
第
一
歴
史
棺
案
館
所
蔵
）
一
　
　
三
九
（
二
）
、
乾
隆
五
二
年
一
〇
月
一
四
日
、
奎
林
等
へ
の
寄
　
　
信
上
諭
。
（
5
3
）
　
荘
吉
発
『
清
高
宗
十
全
武
功
研
究
』
中
華
書
局
、
一
九
八
七
　
　
年
、
二
三
七
頁
、
参
照
。
（
5
4
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
三
集
、
巻
一
〇
、
永
鐸
伝
、
参
照
。
（
5
5
）
　
「
軍
機
処
満
文
録
副
奏
摺
」
（
中
国
第
一
歴
史
棺
案
館
所
蔵
）
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棺
案
番
号
三
一
七
六
1
0
二
七
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
番
号
一
　
　
四
〇
1
三
五
〇
四
）
、
乾
隆
五
二
年
一
一
月
初
三
日
、
奎
林
奏
、
　
　
参
照
。
（
5
6
）
　
「
軍
機
処
満
文
録
副
奏
摺
」
三
一
七
六
ー
〇
三
二
（
一
四
〇
　
　
1
三
五
三
三
）
、
乾
隆
五
二
年
＝
月
初
一
日
、
海
禄
奏
。
（
5
7
）
　
「
回
子
」
は
、
清
朝
史
料
に
お
い
て
新
彊
を
は
じ
め
と
す
る
　
　
中
央
ア
ジ
ア
に
居
住
す
る
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
の
呼
称
と
し
て
　
　
使
用
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
。
（
5
8
）
　
「
軍
機
処
満
文
寄
信
棺
」
＝
二
九
（
二
）
、
乾
隆
五
二
年
一
一
　
　
月
二
二
日
、
阿
桂
へ
の
寄
信
上
諭
。
（
5
9
）
　
「
軍
機
処
満
文
寄
信
棺
」
一
三
九
（
二
）
、
乾
隆
五
二
年
＝
　
　
月
二
二
日
、
永
鐸
等
へ
の
寄
信
上
諭
、
参
照
。
（
6
0
）
　
「
軍
機
処
満
文
寄
信
棺
」
＝
二
九
（
二
）
、
乾
隆
五
二
年
＝
　
　
月
二
二
日
、
勒
保
へ
の
寄
信
上
諭
、
参
照
。
（
6
1
）
　
『
乾
隆
朝
上
諭
棺
』
（
中
国
第
一
歴
史
棺
案
館
編
、
棺
案
出
版
　
　
社
影
印
本
、
一
九
九
一
年
）
第
一
四
冊
、
七
八
頁
、
乾
隆
五
二
　
　
年
＝
月
二
二
日
、
明
発
上
諭
、
参
照
。
（
6
2
）
　
『
乾
隆
朝
上
諭
棺
』
第
一
四
冊
、
八
五
頁
、
乾
隆
五
二
年
一
　
　
一
月
二
八
日
、
王
士
棄
の
供
述
、
参
照
。
（
6
3
）
　
「
遣
犯
」
と
は
、
清
代
に
お
い
て
流
罪
の
中
で
最
も
厳
し
い
　
　
「
発
遣
」
の
刑
に
処
さ
れ
、
吉
林
・
黒
龍
江
・
新
彊
な
ど
の
地
　
　
方
に
送
ら
れ
た
罪
人
の
こ
と
で
あ
る
。
加
藤
直
人
「
清
代
新
彊
　
　
の
遣
犯
に
つ
い
て
」
『
清
朝
と
東
ア
ジ
ア
　
神
田
信
夫
先
生
古
　
　
稀
記
念
論
集
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
二
一
五
頁
、
参
　
　
照
。
（
6
4
）
『
乾
隆
朝
上
諭
棺
』
第
一
四
冊
、
八
八
頁
、
乾
隆
五
二
年
一
　
　
一
月
三
〇
日
、
干
時
和
の
供
述
、
参
照
。
な
お
供
述
が
取
ら
れ
　
　
た
の
は
上
奏
日
の
前
日
（
二
九
日
）
で
あ
る
。
（
6
5
）
　
『
乾
隆
朝
上
諭
棺
』
第
一
四
冊
、
　
一
四
八
－
一
六
〇
頁
、
乾
　
　
隆
五
三
年
二
月
初
九
日
の
上
奏
の
附
件
、
参
照
。
な
お
、
こ
の
　
　
と
き
の
上
奏
文
に
は
上
奏
者
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
　
　
上
掲
し
た
乾
隆
五
二
年
＝
月
二
二
日
の
阿
桂
へ
の
寄
信
上
諭
　
　
（
引
用
部
分
の
後
）
で
、
乾
隆
帝
は
阿
桂
に
事
件
の
調
査
を
命
　
　
じ
て
い
る
の
で
、
こ
の
上
奏
も
阿
桂
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
　
　
の
と
推
定
さ
れ
る
。
（
6
6
）
　
「
固
属
按
律
辮
理
、
但
海
禄
係
原
参
之
人
。
今
所
擬
罪
名
、
　
　
較
奎
林
為
重
、
恐
外
間
無
識
之
徒
、
以
朕
於
奎
林
、
因
係
孝
賢
　
　
皇
后
之
姪
、
有
所
偏
碕
。
…
…
因
念
伊
二
人
、
倶
曾
帯
兵
出
力
、
　
　
尚
属
有
用
之
才
。
不
忍
令
其
終
於
廃
棄
。
…
…
除
奎
林
業
経
革
　
　
職
外
、
海
禄
著
革
職
、
免
其
杖
流
、
倶
罰
令
在
上
虞
備
用
処
拝
　
　
唐
阿
上
効
力
行
走
、
以
贈
前
葱
而
観
後
数
」
『
乾
隆
朝
上
諭
棺
』
　
　
第
一
四
冊
、
乾
隆
五
三
年
二
月
初
九
日
、
明
発
上
諭
。
（
6
7
）
　
上
虞
備
用
処
は
皇
帝
が
釣
り
や
娯
楽
等
を
楽
し
む
際
の
準
備
　
　
と
護
衛
を
担
当
す
る
部
署
で
、
侍
衛
や
拝
唐
阿
（
満
洲
語
で
　
　
「
執
事
人
」
の
意
。
侍
衛
の
下
で
働
く
人
員
）
ら
が
皇
帝
の
側
　
　
近
く
で
職
務
に
あ
た
っ
た
。
張
徳
沢
『
清
代
国
家
機
関
考
略
』
　
　
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
八
－
一
九
九
頁
、
参
照
。
（
6
8
）
　
「
軍
機
処
満
文
寄
信
棺
」
＝
二
九
（
二
）
、
乾
隆
五
二
年
一
二
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月
初
五
日
、
阿
桂
へ
の
寄
信
上
諭
。
（
6
9
）
　
寄
信
上
諭
は
軍
機
大
臣
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
、
そ
れ
に
皇
帝
　
　
が
殊
批
を
加
え
て
発
送
さ
れ
た
。
（
7
0
）
　
「
外
藩
」
と
は
、
清
朝
か
ら
宗
室
王
公
と
同
列
の
親
王
・
郡
　
　
　
　
ベ
イ
レ
　
　
　
ペ
イ
セ
　
　
王
・
貝
勒
・
貝
子
・
鎮
国
公
・
輔
国
公
と
い
う
王
・
公
の
爵
位
　
　
を
授
か
っ
た
首
長
（
外
藩
王
公
）
が
率
い
る
集
団
の
こ
と
で
、
　
　
清
朝
皇
帝
を
守
る
八
旗
の
外
縁
を
取
り
ま
く
藩
屏
と
位
置
づ
け
　
　
ら
れ
た
。
外
藩
王
公
（
大
多
数
は
モ
ン
ゴ
ル
王
公
）
は
、
満
洲
　
　
宗
室
王
公
（
宗
藩
）
と
と
も
に
清
朝
の
王
公
身
分
を
形
成
し
、
　
　
外
藩
の
「
外
」
は
「
内
王
公
1
1
満
洲
宗
室
王
公
」
に
対
す
る
　
　
「
外
王
公
」
を
意
味
し
た
。
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（
7
1
）
　
こ
の
と
き
清
朝
に
帰
順
し
た
ト
ル
グ
ー
ト
ら
は
、
一
七
世
紀
　
　
前
半
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
盆
地
か
ら
ヴ
ォ
ル
ガ
河
流
域
に
移
住
し
て
　
　
い
た
集
団
の
一
部
で
、
同
地
域
へ
の
ロ
シ
ア
人
の
入
殖
な
ど
に
　
　
よ
り
圧
迫
を
受
け
た
の
を
機
に
、
イ
リ
へ
の
帰
還
を
実
行
し
た
。
　
　
宮
脇
淳
子
「
ト
ル
グ
ー
ト
部
の
発
展
－
一
七
～
一
八
世
紀
中
　
　
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
遊
牧
王
権
　
　
」
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
　
　
語
文
化
研
究
』
四
二
、
一
九
九
一
年
、
八
五
－
九
九
頁
、
参
照
。
（
7
2
）
　
『
衛
拉
特
蒙
古
簡
史
」
（
『
衛
拉
特
蒙
古
簡
史
』
編
写
組
編
）
　
　
上
冊
、
新
彊
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
二
五
三
頁
、
参
照
。
（
7
3
）
　
宮
脇
淳
子
「
ト
ル
グ
ー
ト
部
の
発
展
」
九
五
ー
九
六
頁
、
参
　
　
照
。
（
7
4
）
　
「
土
爾
雇
特
台
吉
渥
巴
錫
、
策
伯
克
多
爾
済
、
舎
楊
等
、
和
　
　
碩
特
台
吉
恭
格
等
、
因
与
俄
羅
斯
風
気
不
同
。
且
不
時
興
兵
争
　
　
奪
、
不
得
安
生
。
仰
企
朕
推
広
黄
教
、
安
撫
四
夷
之
化
、
率
数
　
　
万
人
践
跡
遠
途
、
不
辞
労
捧
、
帰
誠
致
順
。
殊
属
可
嘉
」
『
清
　
　
高
宗
実
録
』
巻
八
九
二
、
乾
隆
三
六
年
九
月
辛
亥
（
一
四
日
）
　
　
条
。
（
7
5
）
　
鈴
木
中
正
『
チ
ベ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
中
印
関
係
史
ー
十
八
世
　
　
紀
中
頃
か
ら
十
九
世
紀
中
頃
ま
で
　
　
』
一
橋
童
旦
房
、
一
九
六
　
　
二
年
、
三
〇
1
三
五
頁
、
参
照
。
（
7
6
）
　
石
濱
裕
美
子
『
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
世
界
の
歴
史
的
研
究
』
東
方
　
　
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
三
七
1
三
五
〇
頁
、
参
照
。
（
7
7
）
　
「
宮
中
満
文
廷
寄
」
（
中
国
第
一
歴
棺
案
館
所
蔵
）
第
六
二
包
、
　
　
乾
隆
五
二
年
二
月
二
三
日
、
四
川
総
督
保
寧
へ
の
寄
信
上
諭
。
（
7
8
）
　
拙
稿
「
清
朝
中
期
に
お
け
る
蒙
古
旗
人
の
自
己
認
識
ー
正
　
　
藍
旗
蒙
古
旗
人
松
筒
の
例
を
中
心
に
　
　
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
史
　
　
研
究
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
、
七
一
ー
七
六
頁
、
参
照
。
（
7
9
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
続
集
、
巻
二
一
、
保
寧
伝
、
参
照
。
（
8
0
）
　
拙
稿
「
清
朝
中
期
に
お
け
る
蒙
古
旗
人
の
自
己
認
識
」
七
六
　
　
頁
、
参
照
。
（
8
1
）
　
石
濱
裕
美
子
『
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
世
界
の
歴
史
的
研
究
』
三
二
84東洋文化研究11号
　
　
一
－
三
二
二
頁
、
参
照
。
（
8
2
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
続
集
、
巻
二
一
、
保
寧
伝
、
参
照
。
（
8
3
）
　
『
満
漢
名
臣
伝
』
続
集
、
巻
二
一
、
保
寧
伝
、
参
照
。
（
8
4
）
　
『
清
史
列
伝
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
、
巻
三
二
、
大
　
　
臣
伝
次
編
七
、
松
箱
列
伝
、
参
照
。
（
8
5
）
　
松
筒
は
文
官
で
あ
る
筆
帳
式
（
書
記
官
）
か
ら
身
を
立
て
た
　
　
人
物
で
、
将
軍
職
に
就
任
し
た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
あ
る
。
　
　
『
清
史
列
伝
』
巻
三
二
、
大
臣
伝
次
編
七
、
松
筒
列
伝
、
参
照
。
〔
補
記
〕
　
　
　
本
稿
脱
稿
後
、
庄
吉
発
「
天
高
皇
帝
遠
－
清
朝
西
睡
的
辺
　
　
臣
彊
吏
－
」
《
法
国
漢
学
》
叢
書
編
輯
委
員
会
編
『
辺
臣
与
　
　
彊
吏
』
（
法
国
漢
学
一
二
輯
）
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
、
を
　
　
入
手
し
た
。
同
論
文
は
、
清
朝
の
西
陸
統
治
を
考
え
る
上
で
現
　
　
地
に
派
遣
さ
れ
た
官
僚
（
辺
臣
彊
吏
）
個
々
人
の
特
徴
・
性
格
　
　
の
相
違
が
軽
視
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
　
　
あ
り
、
そ
の
中
で
伊
黎
将
軍
奎
林
の
偏
屈
な
性
格
と
危
機
意
識
　
　
の
な
さ
が
新
彊
統
治
に
負
の
側
面
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
指
摘
　
　
し
て
い
る
（
七
五
頁
）
。
同
論
文
は
、
主
に
『
乾
隆
朝
上
諭
棺
』
　
　
の
記
載
を
も
と
に
海
禄
に
よ
る
奎
林
弾
劾
事
件
の
顛
末
を
論
じ
　
　
て
お
り
（
七
二
～
七
五
頁
）
、
そ
の
内
容
は
本
稿
第
二
章
の
後
　
　
半
部
分
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
し
か
し
満
文
棺
案
史
料
を
利
用
し
て
　
　
い
な
い
た
め
、
事
件
発
生
直
後
の
状
況
や
事
件
発
覚
当
日
に
奎
　
　
林
の
解
任
、
保
寧
の
伊
黎
将
軍
任
用
が
決
定
し
た
理
由
に
は
検
討
が
及
ん
で
い
な
い
。
同
論
文
の
内
容
を
本
論
中
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
補
記
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
論
文
の
存
在
は
学
習
院
大
学
の
小
沼
孝
博
氏
よ
り
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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Background　on　the　Appointment　of　a　Mongol　Bannerman　as
the　Ili　Governor－General　in　the　Qianlong　52　nd　year（1787）：A
Study　of　the　Personnel　Affairs　of　the　Banner　Bureaucrats　for
the　Administration　of　Fanbu　in　the　Late　Qianlong　Era
MURAKAMI　Nobuaki
Key　words：Qianlong　Era（乾隆朝），　Bannermen（旗人），
部），Ili　Governor　General（伊黎将軍），　Buddhism（仏教）．
Fanbu（藩
　　　After　the　Qianlong　45　th　year，　rather　than　a　Manchu　Bannermen，
the　Qianlong　emperor　appointed　the　Mongol　Bannermen　to　head　the
administrative　efforts　that　would　control　Mongol　and　Tibet，　But　the
governor－general　of　Fanbu（藩部）frequently　appointed　Manchu
Bannermen．　However，　in　the　Qianlong　52　nd　year，　the　Ili　governor－
general　Kuilin（奎林）cast　a　statue　of　the　Buddha　in　a　river．
Mongolians　and　Tibetans　followed　Tibetan　Buddhism；therefore，　to
the　Mongolians　and　Tibetans，　the　emperor　of　the　Qing　dynasty　was
considered　the　incarnation　of　the　Manjushri　Bodhisattva．　The
Qianlong　emperor　believed　that　Kuilin’s　behaviour　would　mar　the　em
peror’s　authority　over　the　Mongolian　and　Tibetan　people．
Consequently，　he　immediately　removed　Kuilin　from　his　post　as　the　lli
governor－general　and　appointed　Booning（保寧）as　his　successor．
Booning　was　a　Mongol　Bannerman；the　Qianlong　emperor　apPointed
Booning　to　this　position　because　the　Mongol　Bannermen　observed
Tibetan　Buddhism，　like　the　Mongolians　and　Tibetans．　The　emperor
Qianlong　expected　the　Mongol　Bannermen　to　comprehend　the
perceptions　of　the　Mongolians　and　Tibetans　and，　in　turn，　facilely
maintain　their　control．
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